
Ⅷ 誇らしい「都」をつくる

～奈良のポテンシャルを最大限に活かした
まちづくりを進め、地域の新たな未来を切り開く～

２５ 南部・東部の振興
（９１）南部・東部の都づくり

２６ 大和平野中央部の振興
（９２）大和平野中央スーパーシティ構想の検討

131



もっと良くするために

ここまで良くなってきました

令和３年３月に「奈良県南部・東部振興基本計画」
を策定し、南部・東部地域において、森林と水を守り
つつ、人と経済の循環を高め、持続可能な地域社
会を形成することを目指し、人が集まる拠点の形成
及び結節、地域を支える人材の育成・確保のプロ
ジェクトや事業に取り組んできました。

奈良県南部・東部振興基本計画を策定

誇らしい『都』づくりのイメージ

○県と市町村との協働・県の責務
・県と市町村が目標を共有し協働して施策を推進
・市町村・県民・事業者の主体的な取組に配慮し、相互連携による取組を推進
・地域の現状及び施策の重要性に関し、県民の関心及び理解を深める取組を推進

① 産業の振興及び雇用の創出 ② 住民の福祉の向上及び生活の安定
③ 防災・減災対策の推進 ④ 魅力ある地域づくりの推進
⑤ デジタル社会の形成の推進

○推進体制の構築
・県と市町村との協議の場の設置

○目指す姿
・多様な生態系を持ち、魅力があふれ、食料・木材・水・エネルギー等を安定的に供給する等重要な
役割を担う南部・東部地域を守る。

・森林環境の維持向上と水資源の保全を図り、地域資源の活用による交流拡大、経済の好循環及び
脱炭素社会を、県、市町村、県民等の相互協力により実現し、持続可能な地域社会を形成する。

(91) 南部・東部の都づくり

２５ 南部・東部の振興

○振興基本計画を条例に位置づけ、基本的施策を推進

南部・東部地域の振興に関する施策を市町村と協働して推進するため、令和４年３
月に「奈良県美しい南部・東部地域を県と市町村が協働して振興を図る条例」を制定
し、施策実施の継続性を担保します。
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もっと良くするために

南部・東部地域の拠点と結節

人が集まる拠点の形成及び結節、地域を支える人材の育成・確保に引き続き取り
組み、持続可能な地域社会の形成に向け、これまでの取り組みをさらに進めます。

南部東部振興監所管事業

・ (新)デジタル技術を活用して地域課題を

解決するため、調査・分析や住民・関係者等

と の ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 開 催 し 、 実 行 計

画を策定(再掲)

・ ( 新 ) 奥 大 和 地 域 の 各 市 町 村 に お い て 、

移住定住のための多機能拠点を形成する

とともに、奥大和移住定住交流センターを

核に各拠点を結節するためのネットワー

クを構築

・ ( 新 ) 奥 大 和 地 域 の 各 拠 点 で 活 躍 す る

リーダーを発掘、育成する伴走型支援プロ

グラムを実施 等

・(新)奥大和地域のポテンシャルと食文化を

活かした関係人口創出イベント等を開催

・(新)東部地域の市村と連携し、うだ・アニマ

ルパークで東部地域の魅力を発信するイベ

ントを開催

・奥大和地域を舞台に歴史・自然環境等を

再発見できる歩く芸術祭を開催

・地域の魅力を体感してもらい、関係人口の

増加を創出するための、奥大和地域の特色

を活かしたイベントを開催

・メディア等を活用した奥大和の情報発信、

奥大和の「暮らし」や「仕事」を伝える映像の

制作・ 配信 等

・(新)デジタル技術を活用して地域課題を

解決するため、調査・分析や住民・関係者等

と の ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 開 催 し 、 実 行 計

画を策定

・奥大和地域内におけるコミュニティナース

の育成 等

令和４年度予算案 326百万円

産業の振興及び雇用の創出

住民の福祉の向上及び生活の安定

デジタル社会の形成の推進

魅力ある地域づくりの推進
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(92) 大和平野中央スーパーシティ構想の検討

ここまで良くなってきました

２６ 大和平野中央部の振興

まほろば健康パークと連携した
ウェルネスタウン（健康増進）

川西町
下永地区

県立大学を核としたスタートアッ
プヴィレッジ（産業の活性化）

三宅町
石見地区

スポーツ施設を核としたウェルネ
スタウン（健康増進）

田原本町
阪手北・
西井上地区

磯城郡３町（川西町、三宅町、田原本町）と協働して大和平野中央プロジェクトに
取り組んでいます。

大和平野中央プロジェクトの進化を図るため、大和平野中央スーパーシティ構想に
取り組んでいます。

○まちづくりの構想等を検討・策定
○必要な土地の確保に向け、用地測量に着手

○磯城郡３町と個別に「まちづくりのテーマ」と
「対象地区」を決定する「協定書」を締結

検討会の様子

駅

ＩＣ

（奈良県道路網図）
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三 宅 町

川 西 町

田 原 本 町

〇国のスーパーシティ構想を視野に入れて検討

国家戦略特区法に基づく「スーパーシティ区
域」の目的である、先端的サービスの実行と
広範かつ大胆な規制・制度改革は、大和平
野中央プロジェクトの目標と一致するところ
が多いことから、国のスーパーシティ区域の
第２次募集を視野に入れて検討を開始

〇コンソーシアム形式による検討を実施

奈良県と磯城郡３町は、大和平野中央プロジェ
クトの更なる進化を図るため、コンソーシアム形
式による検討をＲ３年11月にスタート

県立大学工学
系第２学部

研究機関

起業・創業支
援機関

就業支援
機関

人材開発機関

ウェルネスタウンのイメージ

スタートアップ
ヴィレッジ

スタートアップヴィレッジのイメージ

キックオフ会議の様子

＜大和平野中央プロジェクトの事業目標＞
① 雇用の場の確保と若者の県外流出抑止
② 人材育成と県内企業の人材確保
③ 県内の若者、女性、高齢者の再教育
④ 子どもから高齢者までの県民の健康で

健全な生活の維持向上

＜大和平野中央プロジェクトの対象地域＞
・磯城郡３町は、大和平野の中心部に位置し、総面積31㎢のうち農地が約
15㎢を占める、農業中心の地域

・近年は周辺に高速道路や主要道路が整備され、交通利便性が著しく向上
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もっと良くするために

令和４年度予算案 325百万円 ［債務負担行為 8,030百万円］

＜構想に盛り込むテーマ＞

○用地測量等・用地取得を実施（205百万円） ［債務負担行為 8,000百万円］

大和平野中央プロジェクトの新たなまちづくりの計画等を策定します。

○ 「大和平野中央プロジェクトまちづくり基本計
画」を策定（29百万円）

○ 県立大学工学系第２学部の設置（三宅町）に
必要な基本計画等を策定
（28百万円） ［債務負担行為 18百万円］

※現キャンパス（奈良市）でのＲ７先行設置を目指す。

土地の確保に向けた取組を進めます。

大和平野中央スーパーシティ構想を推進します。

○ 大和平野中央スーパーシティ構想の推進
（25百万円）

・コンソーシアム形式による推進会議の実施
・ （新）コンソーシアム参画企業が実施する
先進的な取組に対し助成

・大和平野中央地域周辺の県事業との連携
(まほろば健康パーク、なら歴史芸術文化村 等)

○ （新）知的交流拠点の設置に必要な基本計画
等を策定（8百万円） ［債務負担行為 12百万円］

○ スポーツ拠点施設の整備推進 （28百万円）
・奈良県での国体開催とその先の将来を見据え
て、拠点となる施設の整備に関する実施計画
等を策定

○ （新）奈良県版シュタットベルケ創生に向けた可
能性検討事業（2百万円）

・電力にドイツのシュタットベルケ（地域電力公
社）の手法を導入することの可能性を検討

１．県立大学工学系第２学部の設置と
スタートアップヴィレッジ

２．大和平野地域雇用戦略の実行

７．田園都市建設構想の実現

Ａ．知的な大和平野の創造

１０．農業の省力化、効率化、高度化

８．地域内移動の円滑化

９．安全・安心まちづくり

Ｄ．脱炭素社会への挑戦

Ｃ．大和平野田園都市の建設

Ｅ．デジタル社会の構築

５．新しいスポーツ施設の整備とウェルネス
タウンの建設

６．医療、地域包括ケア、健康増進、社会
福祉の一体的推進

Ｂ．健康長寿の大和平野創造

１１．大和平野シュタットベルケ構想
（エネルギー脱炭素への挑戦）

１２．大和平野中央デジタル化の推進

１３．行政運営効率化と地方政治の見える化

１４．周辺県施設の整備運営との連携

１５．推進組織の構築（ＰＰＰＰ※の実行）

Ｆ．推進体制の整備

３．就学前教育 ～就学前児童のこころと
身体のはぐくみ～

４．地域のリカレント教育

※ＰＰＰＰ（Public Public Private Partnership）：
県と市町村など複数の自治体が関わる官民連携
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